
科目名称：工学倫理
モジュール名称：モジュール７：倫理リテラシーを高めるために（３）
一覧表

	キーワード
	解　説

	インフォームド・コンセント
	よく知らされたうえでの同意。もともとは医療において出てきた考え方で、さまざまな治療法のうちどれを選ぶかについて、患者本人が効果やリスクをよく理解した上で選択する、という考え方。現在では、より広く、ある決定をする上で、その決定を受ける人が十分な情報にもとづいて行う選択に従うべきだ、という考え方を指すために使われるようになっている。パターナリズムの項も参照。

	パターナリズム
	ある人がなんらかの理由で自分の最善の利益に基づいて判断できないと思われる場合に、その人の最善の利益のための選択を他人が行うこと。医療においては治療方針の選択はパターナリズムに基づいて医師が行うのが一般的だったが、現在では患者本人が選択するインフォームド・コンセントの考え方が広まっている。インフォームド・コンセントの項参照。

	説明責任（アカウンタビリティ）
	企業などが自分の行動や製品について説明を求められた時に、必要な説明を行えるよう準備しておく責任。あとできちんと説明できるような正しい行動をする責任でもある。

	情報開示（ディスクロージャ）
	企業や行政機関などが活動内容などに関する情報を利害関係者に対して開示すること。

	製造物責任
(product liability)
	製造物の欠陥や注意書きの不備によって生じた損害に対して製造者が負う責任。消費者を保護するため、過失が証明できなくとも責任を問う厳格責任の考え方をとる。日本では1994年に製造物責任法（通称PL法）が公布された。

	遺伝子組み換え食品
(genetically modified organism)
	遺伝子組み換え技術を使って改良された野菜、果物等。特に農薬への耐性や害虫よけに関わる組み換えが多い。アメリカでは一般的に利用されているが、日本やヨーロッパでは、遺伝子組み換えの影響がまだよく分かっていない、という理由で、厳しく規制されている。

	BSE事件 (BSE incident)
	日本で2001年以降発生が確認されている牛海綿状脳症（Bovine Spongiform Encephalopathy）をめぐる問題。海外での発生後や日本での発生確認後の当局の対応が問題視され、論議を起こした。
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